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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
・
ご
支
援
者
の
皆
様

　

あ
け
ま
し
て

　
　 

お
め
で
と
う

　
　
　
　 

ご
ざ
い
ま
す

昨
年
中
は
皆
様
の
心
温
ま
る
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

お
蔭
様
で
本
会
の
諸
事
業
も
順
調
に
推
移
し
、

善
行
活
動
の
普
及
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
事
が

出
来
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
し
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
何
卒
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
八
年　

元
旦

一
般
社
団
法
人 

日
本
善
行
会

会
　
　
長	

勝
野
　
堅
介

副  

会  

長	

相
澤
　
克
也

　  

〃	

高
田
　
　
修

　  

〃	

山
下
純
雲
子

常
務
理
事	

石
毛
　
利
雄

　  

〃	

黒
澤
　
　
猛

　  

〃	

島
村
　
弘
子

　  

〃	

松
本
カ
ネ
子

理
　
　
事	

太
田
　
征
二

　  

〃	

栗
原
　
　
忍

　  

〃	

黒
﨑
　
一
嘉

　  

〃	

黒
瀧
　
信
行

　  

〃	

小
島
　
　
力

　  

〃	

髙
橋
　
睦
夫

　  

〃	

千
葉
　
　
修

　  

〃	

鳥
巣
　
正
行

理
　
　
事	

中
嶋
　
光
子

　  

〃	

永
津
　
勝
彦

　  

〃	

西
村
　
　
弘

　  

〃	

平
井
憲
太
郎

　  

〃	

松
井
　
　
猛

　  

〃	

宮
村
　
文
隆

　  

〃	

安
田
　
権
寧

　  

〃	

山
﨑
　
久
夫

　  

〃	

や
ま
だ
加
奈
子

監
　
　
事	

浦
野
　
秀
樹

　  

〃	

久
保
　
　
猛

　  

〃	

志
村
　
宗
男

参
　
　
与	

平
岩
　
宏
子

　  

〃	

山
下
　
八
郎

（
同
一
役
職
内
は
50
音
順
）

インターネット本会ホームページでも同じ写真がご覧になれます。 秋篠宮皇嗣殿下ご接見

新
年
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
　
一
般
社
団
法
人
日
本
善
行
会

　
会
長
　
勝
　
野
　
堅
　
介

皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
改
め
ま
し

て
日
本
善
行
会
の
活
動
へ

の
皆
様
方
の
物
心
両
面
で

の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
感

謝
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
、
日
本
善
行
会
本

部
に
お
き
ま
し
て
も
、
日
本

全
国
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
、
各
支

部
に
お
き
ま
し
て
も
様
々

な
行
事
、
活
動
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
八
年
は
、
さ
ら
に
活

発
に
日
本
善
行
会
の
活
動

を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
財
政
基

盤
の
強
化
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
様
々
な
広
報
活
動

の
充
実
を
図
り
、
日
本
善
行

会
の
存
在
や
活
動
が
広
く

世
の
中
に
知
ら
れ
る
よ
う

努
力
を
積
み
重
ね
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
我
が
国
初
の
女

性
総
理
大
臣
に
よ
る
新
し

い
内
閣
が
発
足
し
、
新
し
い

政
治
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
現
在
の
世
界

は
、
戦
争
や
大
き
な
自
然
災

害
、
凶
悪
な
事
件
や
悲
惨
な

事
故
が
続
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ど
ん
な

社
会
に
な
ろ
う
と
も
、
人
と

人
と
の
絆
を
大
切
に
し
、
自

分
の
立
場
や
考
え
に
固
執

せ
ず
、
思
い
や
り
の
精
神
で

人
に
接
し
、
明
る
く
住
み
よ

い
社
会
を
建
設
し
て
い
く

と
い
う
日
本
善
行
会
の
理

念
は
変
わ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

我
々
は
、
社
会
を
少
し
で

も
明
る
く
住
み
よ
い
も
の

と
す
る
た
め
に
、
日
本
善

行
会
の
様
々
な
活
動
を
充

実
さ
せ
て
い
く
よ
う
地
道

な
努
力
を
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

皆
様
の
思
い
や
り
と
奉
仕

の
精
神
に
支
え
ら
れ
た
一

つ
一
つ
の
善
行
が
積
み
重

な
り
、
継
続
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
我
が
国
を
、
ひ
い

て
は
世
界
を
明
る
く
住
み

よ
い
社
会
と
す
る
原
動
力

に
な
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力

と
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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宇
都
宮
支
部

支
部
長
　
倉
益
　
　
章

茨
城
支
部

福
島
県
支
部

支
部
長
　
瀧
田
　
　
勉

米
沢
支
部

支
部
長
　
堤
　
　
全
隆

山
形
県
支
部

支
部
長
　
大
寿
　
昭
芳

秋
田
支
部

支
部
長
　
桑
村
　
忠
良

仙
台
支
部

支
部
長
　
畠
山
こ
ず
ゑ

宮
城
県
支
部

支
部
長
　
三
浦
　
　
忍

岩
手
県
宮
古
支
部

支
部
長
　
久
保
田
直
史

岩
手
県
南
支
部

支
部
長
　
髙
橋
　
睦
夫

岩
手
県
支
部

支
部
長
　
岩
間
　
明
雄

八
戸
支
部

弘
前
支
部

支
部
長
　
黒
瀧
　
信
行

青
森
支
部

支
部
長
　
佐
々
木
敦
子

遠
紋
地
区
支
部

支
部
長
　
藤
田
　
礼
三

釧
根
支
部

支
部
長
　
鵜
沼
　
康
有

北
見
地
区
支
部

支
部
長
　
黒
澤
　
　
猛

網
走
支
部

支
部
長
　
千
葉
　
　
修

一
般
社
団
法
人		

日
本
善
行
会		

支
部

足
立
支
部

練
馬
支
部

支
部
長
　
栗
原
　
　
忍

板
橋
支
部

支
部
長
　
四
分
一
明
彦

北
区
支
部

支
部
長
　
浦
野
　
秀
樹

豊
島
支
部

支
部
長
　
平
井
憲
太
郎

渋
谷
区
支
部

支
部
長
　
石
毛
　
義
朗

世
田
谷
支
部

支
部
長
　
島
田
　
益
吉

大
田
区
支
部

支
部
長
　
横
山
　
和
文

台
東
区
支
部

支
部
長
　
轟
　
　
豊
藏

新
宿
支
部

支
部
長
　
前
田
　
哲
也

千
葉
県
支
部

支
部
長
　
川
村
　
博
章

埼
玉
県
支
部

支
部
長
　
金
子
　
昌
夫

群
馬
県
北
毛
支
部

支
部
長
　
高
岸
　
　
哲

前
橋
支
部

支
部
長
　
相
澤
　
克
也

桐
生
・
み
ど
り
支
部

支
部
長
　
亀
山
　
豊
文

高
崎
支
部

支
部
長
　
堀
口
　
克
己

栃
木
県
央
支
部

支
部
長
　
横
松
　
盛
人

栃
木
県
南
支
部

支
部
長
　
眞
尾
　
　
博

大
阪
府
支
部

支
部
長
　
太
田
　
征
二

京
都
府
支
部

支
部
長
　
田
中
　
公
郎

愛
知
県
名
古
屋
支
部

支
部
長
　
野
瀨
　
武
敬

愛
知
県
豊
橋
支
部

支
部
長
　
山
本
　
明
彦

愛
知
県
支
部

支
部
長
　
永
津
　
勝
彦

静
岡
県
浜
松
支
部

支
部
長
　
尾
上
　
文
雄

御
殿
場
支
部

支
部
長
　
榑
林
　
静
男

福
井
県
奥
越
支
部

支
部
長
　
松
山
　
正
則

福
井
県
支
部

支
部
長
　
中
嶋
　
光
子

石
川
県
金
沢
支
部

支
部
長
　
酒
井
　
信
治

魚
沼
支
部

山
梨
県
甲
府
支
部

支
部
長
　
山
村
　
丈
夫

小
田
原
支
部

支
部
長
　
志
村
　
宗
男

川
崎
支
部

支
部
長
　
東
田
　
乗
治

東
久
留
米
支
部

支
部
長
　
野
島
　
武
夫

西
東
京
支
部

支
部
長
　
元
角
　
昌
三

狛
江
支
部

支
部
長
　
飯
田
　
美
郎

小
平
支
部

支
部
長
　
西
村
　
　
弘

葛
飾
支
部

支
部
長
　
大
越
　
恒
男

沖
縄
県
支
部

支
部
長
　
糸
数
　
昌
弘

鹿
児
島
県
財
部
支
部

支
部
長
　
池
上
　
勝
義

宮
崎
県
延
岡
支
部

支
部
長
　
堀
野
　
哲
矢

宮
崎
県
都
城
支
部

支
部
長
　
谷
口
　
ミ
チ

大
分
県
竹
田
支
部

支
部
長
　
佐
藤
冨
士
夫

大
分
県
大
分
支
部

支
部
長
　
山
﨑
　
勝
利

熊
本
県
宇
土
支
部

支
部
長
　
今
村
　
　
司

長
崎
県
佐
世
保
支
部

佐
賀
県
唐
津
支
部

支
部
長
　
藤
元
　
秀
幸

福
岡
県
筑
豊
支
部

支
部
長
　
長
谷
川
芳
廣

福
岡
県
北
九
州
支
部

支
部
長
　
石
丸
　
昭
則

福
岡
県
筑
後
支
部

支
部
長
　
山
中
　
洋
一

福
岡
県
福
岡
支
部

支
部
長
　
鳥
巣
　
正
行

高
知
県
支
部

支
部
長
　
坂
本
　
充
正

四
国
中
央
支
部

愛
媛
県
支
部
　

支
部
長
　
谷
本
　
　
治

香
川
県
支
部

支
部
長
　
北
　
　
慎
一

山
口
県
光
支
部

支
部
長
　
梅
本
　
貞
則

広
島
県
福
山
支
部

岡
山
支
部

支
部
長
　
柳
瀬
眞
一
郎

兵
庫
県
支
部

支
部
長
　
宮
村
　
文
隆

大
阪
府
吹
田
市
支
部

支
部
長
　
西
川
　
俊
孝

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

迎
春

北
海
道
置
戸
町

西
島
　
勝
司

こ
の
度
、
秋
篠
宮
皇
嗣
殿

下
の
ご
接
見
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

明
治
記
念
館
で
の
長
寿
善

行
者
の
皆
様
と
記
念
撮
影

後
、
会
食
を
終
え
、
赤
坂
東

邸
へ
伺
い
殿
下
に
お
目
に
か

か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

緊
張
と
静
粛
の
中
、
お
優

し
い
笑
み
を
浮
か
べ
ら
れ

て
お
見
え
に
な
っ
た
殿
下

か
ら
、
励
ま
し
の
お
言
葉
を

賜
り
ま
し
た
。
私
は
氏
名
と

出
身
地
を
申
し
上
げ
、
そ
ば

店
を
経
営
し
て
い
る
こ
と
、

今
年
で
創
業
五
十
年
を
迎

え
る
こ
と
、
創
業
以
来
老
人

ホ
ー
ム
に
年
越
そ
ば
の
慰

問
を
続
け
て
い
る
こ
と
を

お
話
し
ま
し
た
。

「
お
そ
ば
は
ホ
ー
ム
で
作

る
の
で
す
か
？
」
と
言
わ

れ
「
入
居
者
の
み
な
さ
ん
の

前
で
作
り
ま
す
」
と
言
う
と

「
み
な
さ
ん
お
喜
び
に
な
る

で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
、「
年

末
忙
し
く
大
変
で
す
ね
」
と

言
わ
れ
た
の
で
「
十
二
月
中

旬
に
一
足
早
い
年
越
そ
ば

を
お
届
け
し
て
い
ま
す
」
と

言
う
と
笑
み
を
浮
か
べ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

今
年
は
五
十
年
の
お
祝
い

の
年
で
あ
り
、
何
よ
り
殿
下

に
ご
接
見
で
き
ま
し
た
こ

と
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
出

来
な
い
年
に
な
り
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
接
見
の
栄
に
浴
し
て

宮
城
県
仙
台
市

井
上
　
宏

　

こ
の
度
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下

に
ご
接
見
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

明
治
記
念
館
で
記
念
撮

影
、
会
食
の
後
、
バ
ス
二
台

で
赤
坂
東
邸
へ
と
向
い
ま
し

た
。
は
じ
め
に
秋
篠
宮
皇
嗣

殿
下
か
ら
参
列
者
の
活
動
に

対
し
て
の
お
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
殿
下
か
ら
個
人

の
活
動
に
対
し
て
の
お
尋
ね

が
あ
り
、「
私
は
宮
城
県
仙

台
市
か
ら
来
ま
し
た
。
三
十

年
間
子
供
達
の
交
通
安
全
の

為
、
交
差
点
で
旗
降
り
を
し

て
お
り
ま
す
。
す
っ
か
り
人

気
の
お
じ
さ
ん
に
な
り
、
子

供
達
と
の
会
話
を
楽
し
ん
で

お
り
ま
す
。
今
後
も
旗
振
り

を
続
け
ま
す
」
と
申
し
上
げ

ま
し
た
。

　

殿
下
よ
り
今
後
も
元
気
で

活
動
し
て
く
だ
さ
い
と
の
お

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
貴
重
な
体
険
を
与
え

て
下
さ
っ
た
日
本
善
行
会
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

供
達
を
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
見
守
っ
て
参
り
ま
し
た
。

今
回
の
ご
接
見
の
栄
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
は
身
に
余
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

今
回
の
こ
と
を
励
み
に
、

こ
れ
か
ら
も
民
生
委
員
児
童

委
員
と
し
て
も
高
齢
者
の
方

に
寄
り
添
い
、
保
護
司
と
し

て
も
立
ち
直
ろ
う
と
努
力
し

て
い
る
方
を
支
え
、
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
も
人
権
の
擁

護
活
動
に
努
力
し
て
参
り

ま
す
。

未
熟
な
私
で
す
が
、
今
回

栄
誉
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を

心
に
刻
み
、
成
長
し
て
い
け

る
よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

東
京
都
練
馬
区

佐
藤
　
勝
彦

残
暑
の
初
秋
、
秋
篠
宮
皇

嗣
殿
下
の
ご
接
見
の
栄
を

賜
り
衷
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

私
は
、
昭
和
五
十
八
年
結

婚
式
を
挙
げ
た
思
い
出
の

明
治
記
念
館
で
長
寿
善
行

者
と
交
流
し
、
記
念
撮
影
と

会
食
後
、
バ
ス
で
赤
坂
東
邸

に
行
き
、
殿
下
か
ら
参
加
者

の
日
頃
の
活
動
に
労
い
の

お
言
葉
を
頂
き
、
有
難
く
拝

聴
し
ま
し
た
。

ご
接
見
で
は
、
自
己
紹
介

し
、
日
頃
の
環
境
活
動
に
つ

い
て
説
明
申
し
上
げ
ま
し

た
。
私
の
説
明
に
殿
下
か
ら

ご
質
問
を
頂
き
、
具
体
的
に

ご
回
答
申
し
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
栄
誉
を
機
に
①
民
有

地
や
公
園
に
植
樹
、
綺
麗
な

空
気
の
街
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。
②
森
を
管
理
し
良

質
の
み
ど
り
を
創
出
し
自

然
観
察
の
宝
庫
に
し
ま
す
。

③
森
か
ら
の
贈
物
（
ド
ン
グ

リ
等
）
で
体
験
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
体
験
教
育
の
一
助

に
し
ま
す
。

私
の
長
寿
の
秘
訣
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
賜
物

と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に

善
行
会
の
益
々
の
ご
発
展

を
お
祈
り
し
ま
す
。

静
岡
県
御
殿
場
市

根
上
　
富
美
江

こ
の
度
、
秋
篠
宮
皇
嗣
殿

下
の
ご
接
見
の
栄
を
賜
り

ま
し
た
事
、
心
よ
り
御
礼

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

明
治
記
念
館
で
の
会
食
、

記
念
撮
影
の
後
、
バ
ス
に

て
赤
坂
東
邸
に
向
か
い
ま

し
た
。
殿
下
に
会
え
る
期

待
と
ご
接
見
で
の
不
安
が

入
り
混
じ
り
ま
し
た
が
、

自
分
の
番
に
な
っ
た
時
は
、

落
ち
つ
い
て
、
子
供
か
ら
大

人
ま
で
「
誰
で
も
」
自
由

に
参
加
で
き
る
通
い
の
場

「
居
場
所
」
で
の
活
動
を
お

話
し
ま
し
た
。

殿
下
が
、
お
弁
当
、
副

食
、
飲
物
や
お
菓
子
等
を

提
供
す
る
た
め
の
食
材
の

買
物
、
運
搬
、
調
理
を
さ

れ
て
い
る
の
で
す
ね
と
話

さ
れ
、
そ
れ
に
は
ビ
ッ
ク

リ
し
、
ご
接
見
の
人
達
が

何
を
し
て
い
る
の
か
内
容

を
把
握
さ
れ
て
い
る
事
に

感
動
し
ま
し
た
。

ご
接
見
の
栄
を
与
え
て
下

さ
っ
た
善
行
会
の
皆
様
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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令
和
七
年
度
秋
季
善
行
表

彰
式
が
、
十
一
月
二
十
九
日

︵
土
︶、
明
治
神
宮
参
集
殿
に

お
い
て
、
多
数
の
来
賓
及
び

本
会
役
員
・
全
国
支
部
長
が

出
席
し
て
、
盛
大
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

本
会
の
善
行
表
彰
は
、
地

域
社
会
に
お
い
て
長
年
に
わ

た
り
、
明
る
く
住
み
よ
い
社

会
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
、
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
個
人
及

び
団
体
の
功
績
を
称
え
、
感

謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も

財
務
大
臣
・
金
融
担
当
大
臣

　
　
　
片
山
さ
つ
き

　
参
議
院
議
員

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
第

二
十
五
代
財
務
大
臣
、
参
議

院
議
員
の
片
山
さ
つ
き
で
ご

ざ
い
ま
す
。
日
本
善
行
会
の

皆
様
に
は
長
年
に
わ
た
り
ご

支
援
を
賜
り
、
衆
議
院
一
期
・

参
議
院
三
期
と
当
選
を
重
ね

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
十
月
二
十
一
日
、
女
性

初
の
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る

高
市
早
苗
内
閣
の
も
と
、
女

性
と
し
て
初
め
て
財
務
大
臣

兼
金
融
担
当
大
臣
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
、
あ
ら
た
め
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
全
国
で
大
き
く

ご
貢
献
さ
れ
た
多
く
の
皆
様

平
素
よ
り
日
本
善
行
会
の
活

動
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
令

和
七
年
四
月
よ
り
令
和
八
年
一

月
に
か
け
て
、
当
会
に
ご
支
援

を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
、
謹
ん

で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
ご
寄
附

三
和
建
装
株
式
会
社
様

日
本
善
行
会
西
東
京
支
部
長

元
角
昌
三
様

板
橋
支
部
長　

四
分
一
明
彦
様

〇
協
賛
広
告

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

新
宿
副
都
心
支
店
様

三
井
住
友
銀
行新

宿
西
口
支
店
様

ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー幕

張
様

日
本
善
行
会
北
見
支
部
長

黒
澤
猛
様

板
橋
支
部
長　

四
分
一
明
彦
様

新
宿
支
部
長　

前
田
哲
也
様

〇
お
菓
子
の
ご
高
配

（
長
寿
善
行
者
の
集
い
の
会
に
て
）

株
式
会
社
虎
屋
様

株
式
会
社
コ
ロ
ン
バ
ン
様

有
限
会
社
富
久
屋
様

〇
協
賛

み
ず
ほ
銀
行新

宿
新
都
心
支
店
様

株
式
会
社

ま
む
し
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
様

宮
城
県
知
事　
　

  

村
井　

嘉
浩

茨
城
県
知
事　
　

  

大
井
川
和
彦

群
馬
県
知
事　
　

  

山
本　

一
太

和
歌
山
県
知
事　

  

宮
﨑　
　

泉

徳
島
県
知
事　
　

  

後
藤
田
正
純

鹿
児
島
県
知
事　

  

塩
田　

康
一

宇
都
宮
市
長　
　

  

佐
藤　

栄
一

市
原
市
長　
　
　

  

小
出　

譲
治

袖
ケ
浦
市
長　
　

  

粕
谷　

智
浩

館
山
市
長　
　
　

  

森　
　

正
一

千
葉
市
長　
　
　

  

神
谷　

俊
一

船
橋
市
長　
　
　

  

松
戸　
　

徹

板
橋
区
長　
　
　

  

坂
本　
　

健

大
田
区
長　
　
　

  

鈴
木　

晶
雅

羽
村
市
長　
　
　

  

橋
本　

弘
山

第
七
十
五
回
秋
季
善
行
表
彰
式
を
開
催

に
、
そ
の
活
動
を
広
く
社
会

に
紹
介
し
、
善
行
精
神
の
普

及
と
善
行
活
動
の
推
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。昭

和
二
十
六
年
に
始
ま
っ

た
本
表
彰
は
、
今
回
で
通

算
七
十
五
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。
善
行
表
彰
は
例
年
、

春
季
と
秋
季
の
年
二
回
実

施
し
て
お
り
、
今
回
の
秋

季
表
彰
で
は
、
全
国
よ
り

三
百
四
十
九
の
個
人
・
団
体

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
国
歌
斉
唱
に
続

き
、相
澤
副
会
長
に
よ
る
﹁
開

式
の
こ
と
ば
﹂
で
幕
を
開
け
、

主
催
者
を
代
表
し
て
勝
野
会

長
が
﹁
激
動
す
る
国
際
情
勢

の
中
に
あ
っ
て
も
、
日
本
善

行
会
の
精
神
で
あ
る
﹃
温
か

い
思
い
や
り
を
も
っ
て
人
に

接
し
、
明
る
く
住
み
よ
い
社

会
を
築
く
姿
勢
﹄
は
不
変
で

す
。
受
賞
者
の
皆
様
の
思
い

や
り
に
根
ざ
し
た
行
い
は
、

多
く
の
人
々
に
勇
気
を
与
え

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
積

み
重
ね
ら
れ
る
こ
と
で
社
会

を
変
え
る
大
き
な
力
と
な
り

ま
す
。
今
回
の
受
賞
を
契
機

に
、
皆
様
が
健
康
に
留
意
さ

れ
、
今
後
さ
ら
に
ご
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
心
よ
り
期
待
い

た
し
ま
す
。﹂
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

続
い
て
、
受
賞
者
選
考
委

員
会
を
代
表
し
、
冨
士
道
正

尋
選
考
委
員
長
が
﹁
十
月

十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
選
考

委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
に

よ
る
慎
重
な
審
議
の
結
果
、

計
三
百
四
十
九
件
の
受
賞
が

決
定
い
た
し
ま
し
た
。
受
賞

者
の
皆
様
は
い
ず
れ
も
人
の

た
め
、
世
の
た
め
に
尽
く
さ

れ
、
模
範
と
な
る
方
々
で
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
も
健
康
に

ご
留
意
さ
れ
、
明
る
い
社
会

づ
く
り
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。﹂
と
報
告
し
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
と
し
て
、
女
性

議
員
と
し
て
初
め
て
財
務
大

臣
・
金
融
担
当
大
臣
に
就
任

さ
れ
た
片
山
さ
つ
き
参
議
院

議
員
よ
り
ご
挨
拶
を
賜
り
、

表
彰
授
与
へ
と
移
り
ま
し

た
。司

会
者
に
よ
る
受
賞
者
の

紹
介
の
も
と
、
受
賞
者
の
皆

が
、
秋
の
善
行
章
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

皆
様
も
日
々
お
感
じ
に

な
っ
て
い
る
社
会
の
ス
ト
レ

ス
は
、
日
本
が
抱
え
る
非
常

に
不
確
実
で
重
要
な
課
題
の

一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
と
り
わ
け
物
価
高

へ
の
対
応
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
昨
日
、
景
気
対
策
の

裏
付
け
と
な
る
補
正
予
算
を

取
り
ま
と
め
、
閣
議
決
定
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
政
府
と
し
て
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い

る
所
存
で
す
。

私
た
ち
は
、
皆
様
が
明
る

く
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る

た
め
に
努
力
さ
れ
て
い
る
姿

と
と
も
に
歩
ま
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
思
い

を
共
有
し
な
が
ら
、
国
の
財

政
・
金
融
運
営
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
従
来
の
し
が
ら

み
を
乗
り
越
え
、
で
き
る
だ

け
分
か
り
や
す
く
、
よ
り
良

い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
指
導
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
、
栄
え
あ
る
ご
表
彰

を
お
受
け
に
な
ら
れ
た
皆
様

の
ご
功
績
を
心
よ
り
お
称
え

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
健
勝
と
さ
ら
な
る

ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

本
日
は
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

様
が
順
次
登
壇
さ
れ
、
勝
野

会
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
得
賞
歌
が
流
れ

る
中
、
会
場
は
盛
大
な
拍
手

に
包
ま
れ
、
受
賞
者
の
栄
誉

を
称
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
前
年
度
受
賞
者

代
表
・
永
井
薫
氏
︵
群
馬
県

高
崎
市
︶
よ
り
、
受
賞
者
へ

の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
各
地

の
知
事
、
市
長
、
区
長
等
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
祝
電
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
、
飯
田
美

郎
氏
︵
東
京
都
狛
江
市
︶
が

謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
奈
月
れ
い
氏
に

よ
る
﹁
日
本
善
行
会
の
歌
﹂

の
紹
介
と
歌
唱
指
導
が
行
わ

れ
、
受
賞
者
や
ご
同
伴
の
皆

様
と
と
も
に
、
力
強
い
歌
声

が
会
場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
長
年
芸
能
奉
仕

団
の
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
あ
す
な
ろ
会
・
左
真
紀
氏

に
よ
る
祝
芸
が
披
露
さ
れ
、

参
加
者
一
同
は
そ
の
芸
を
楽

し
み
、
会
場
は
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
山
下
副
会
長
に

よ
る
﹁
閉
式
の
こ
と
ば
﹂
を

も
っ
て
、
式
典
は
滞
り
な
く

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

祝
電
を

寄
せ
ら
れ
た
方
々

来
賓
あ
い
さ
つ

ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
皆
様

（
令
和
七
年
四
月
〜
令
和
八
年
一
月
）

藤
沢
市
長　
　
　

  

鈴
木　

恒
夫

各か
か
み
が
は
ら

務
原
市
長　
　

  

浅
野　

健
司

美
濃
市
長　
　
　

  

篠
田　

啓
介

安あ
ん
ぱ
ち八
町
長　
　
　

  

岡
田　
　

立

社
会
福
祉
法
人
調
布
市
社
会
福

祉
協
議
会
・
事
務
局
長　

　
　
　
　
　
　
　

  

嵐　
　

祐
子

調
布
交
通
安
全
協
会
・
会
長

　
　
　
　
　
　
　

  

鶴
田　

一
文

富
士
見
市
教
育
委
員
会
・
教
育
長

　
　
　
　
　
　
　

  

山
口　

武
士

梼ゆ
す
は
ら
ち
ょ
う

原
町
教
育
委
員
会
・
教
育
長

　
　
　
　
　
　
　

  

矢
野　

準
也

高
知
県
南
国
市
教
育
委
員
会

事
務
局
・
南
国
市
生
涯
学
習
課
長

　
　
　
　
　
　
　

  

前
田　

康
喜

一
般
社
団
法
人
日
本
善
行
会
理
事

︵
前
福
島
県
支
部
長
︶

　
　
　
　
　
　
　

  

山
﨑　

久
夫
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☆
表
彰
種
別

⑴
青
少
年
善
行
表
彰

公
共
生
活
へ
の
貢
献
、

事
故
防
止
、
環
境
美
化

（
地
域
の
美
化
清
掃
）、

青
少
年
指
導
（
子
供
会

の
指
導
）、社
会
福
祉
（
社

会
的
弱
者
に
対
す
る
慰

問
・
激
励
等
）、
自
然
と

文
化
財
愛
護
に
長
年
に

わ
た
り
尽
く
し
た
行
為

⑵
緊
急
時
貢
献
表
彰

人
命
救
助
、
防
火
、
防

犯
等
に
尽
く
し
た
行
為

⑶
国
際
貢
献
表
彰

国
際
的
な
人
道
救
助
、

生
活
・
自
然
環
境
改
善

援
助
、
文
化
交
流
等
に

尽
く
し
た
行
為

⑷
外
国
人
善
行
表
彰

日
本
国
内
に
居
住
す
る

外
国
人
が
日
本
で
行
っ

た
善
行

☆
対
象
年
齢

青
少
年
善
行
表
彰
に
つ
い

て
は
二
十
五
歳
未
満
。
た

だ
し
、
団
体
の
場
合
は
構

成
員
の
年
齢
と
す
る
。
他

三
種
は
年
齢
を
問
わ
な

い
。

☆
閉
切
期
日

令
和
八
年
二
月
中
旬

☆
選
考

受
賞
者
の
選
考
は
別
途
に

設
け
る
「
選
考
委
員
会
」

が
行
う
。

☆
表
彰
式

五
月
十
六
日
（
土
）

明
治
神
宮
参
集
殿
（
予
定
）

推
薦
に
つ
い
て
ご
不
明
な

点
は
、
本
部
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

令
和
八
年
度

（
第
七
十
六
回
）

春
季
善
行
表
彰

推
薦
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

祝
　
辞

答
　
辞

受
賞
者
代
表

　
東
京
都
狛
江
市飯

田
　
美
郎

本
日
、
令
和
七
年
度
秋
季

善
行
表
彰
の
栄
誉
を
賜
り
ま

し
た
こ
と
、
身
に
余
る
光
栄

に
存
じ
ま
す
。
勝
野
会
長
を

は
じ
め
、
ご
臨
席
の
ご
来
賓

の
皆
様
方
よ
り
ご
祝
辞
や
励

ま
し
の
言
葉
を
賜
り
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま

は
、
日
頃
か
ら
意
義
あ
る
善

行
活
動
に
取
り
組
ま
れ
、
高

い
理
念
の
も
と
多
く
の
ご
苦

労
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
こ
と

と
推
察
い
た
し
ま
す
。
誠
に

僭
越
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

前
年
度
代
表

　
群
馬
県
高
崎
市

永
井
　
薫

栄
え
あ
る
秋
季
善
行
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
度
の
受
賞
者
を
代

表
し
て
、
一
言
お
祝
い
の
言

葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
群
馬
県
前
橋
支
部

に
籍
を
置
き
、
主
に
地
域
の

環
境
美
化
活
動
に
従
事
し
つ

つ
、
町
内
会
に
お
け
る
防

犯
講
習
な
ど
に
よ
り
地
域
の

犯
罪
予
防
に
も
努
め
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
大
学
教
員
と
し
て
、

学
生
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
誘
導
し
奉
仕
の
精
神
を
培

わ
せ
る
こ
と
で
、
多
く
の
若

者
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
後
継

者
と
し
て
育
成
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
の
時
代
、
子
供

や
孫
に
、
良
い
学
校
や
就
職

先
に
行
け
る
よ
う
勉
強
し
な

さ
い
、
と
言
う
親
は
大
勢
い

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
社

会
に
貢
献
で
き
る
人
に
な
れ

る
よ
う
努
力
し
な
さ
い
、
と

教
え
て
い
る
親
は
ど
れ
ほ
ど

い
る
で
し
ょ
う
。

善
行
会
の
活
動
で
家
を
留

守
に
す
る
皆
様
を
、
家
族
、

特
に
子
供
や
孫
達
が
、
淋
し

い
気
持
ち
を
抱
き
な
が
ら
も

気
持
ち
良
く
送
り
出
し
て
く

れ
る
の
は
、
善
行
に
励
む
皆

様
の
背
中
を
見
て
、
家
庭
や

仕
事
も
大
事
だ
け
ど
、
世
の

た
め
、
人
の
た
め
に
尽
く
す

こ
と
が
と
て
も
大
切
な
こ
と

だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
、
理

解
し
て
い
る
か
ら
で
し
ょ

う
。
正
に
善
行
の
輪
は
、
地

域
に
広
が
る
だ
け
で
は
な

く
、
未
来
へ
も
つ
な
が
っ
て

い
る
も
の
と
信
じ
て
や
み
ま

せ
ん
。

受
賞
者
の
皆
様
に
は
、
ど

う
か
、
こ
れ
か
ら
も
明
る
く

住
み
よ
い
社
会
の
実
現
づ
く

り
の
た
め
に
、
ご
家
族
の
ご

理
解
の
下
、
ご
健
康
に
ご
留

意
さ
れ
ま
し
て
益
々
ご
活
躍

さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
日
本
善
行
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
、
本
式
典

に
ご
出
席
さ
れ
ま
し
た
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
お
祝
い

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

本
日
は
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
一
言
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
「
調
布
狛
江
交
通
安

全
協
会
」
の
委
員
と
し
て
、

主
に
小
中
学
生
の
登
校
時
に

お
け
る
交
通
誘
導
に
携
わ
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

地
元
警
察
署
と
連
携
し
交
通

安
全
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ

て
か
、
狛
江
市
で
は
「
交
通

事
故
死
亡
者
ゼ
ロ
の
日
」
が

連
続
二
千
八
百
六
十
七
日
を

数
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
高
い
意
識

の
賜
物
で
あ
り
、
そ
の
一
端

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ

と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

私
は
家
業
と
し
て
農
業
を

営
ん
で
お
り
ま
す
。
近
年
、

都
市
に
お
け
る
農
地
が
減
少

し
て
い
る
中
で
、
微
力
な
が

ら
力
を
注
い
で
い
る
の
は
、

子
供
た
ち
に
野
菜
や
都
市
農

業
に
つ
い
て
の
理
解
を
広
げ

て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み

で
す
。「
子
ど
も
食
堂
」
や

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
へ
の
食
材

提
供
の
ほ
か
、
地
元
の
保
育

園
児
や
小
学
校
児
童
ら
を
畑

に
招
き
、
種
ま
き
や
収
穫
な

ど
の
体
験
を
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
農
業
体

験
学
習
を
通
し
て
、
野
菜
が

好
き
に
な
っ
た
と
話
し
て
く
れ

る
子
ど
も
た
ち
の
声
は
、
私
に

と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、

励
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

狛
江
市
善
行
会
は
五
十
年

近
い
歴
史
を
刻
ん
で
お
り
ま

す
。
私
の
父
も
創
設
期
か
ら

関
わ
り
、
善
行
表
彰
の
栄
誉

を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。
今

回
、
親
子
二
代
に
わ
た
り
受

賞
の
機
会
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
は
、
家
族
に
と
っ
て
も
大

き
な
喜
び
で
あ
り
、
感
慨
深

い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
日
本
善
行
会
の

さ
ら
な
る
発
展
と
、
ご
列
席

の
す
べ
て
の
皆
さ
ま
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
、
お
礼
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

令和８年主要事業日程（予定）

△

特別表彰選考委員会 		3月18日㈬

△

春季善行表彰選考委員会 		3月18日㈬

△

理事会 		3月27日㈮

△

春季・特別善行表彰式 	5月16日㈯

△

秋季善行表彰推薦依頼 	6月上旬		

△

理事会、会員総会、支部長会	 		6月 19日㈮

△

特別表彰推薦依頼 		7月下旬		　

△

秋季善行表彰選考委員会 10月中旬		　

△

長寿善行者集いの会（ご接見）

　　　　　　　　　　 10月中旬		　

△

秋季善行表彰式 11月28日㈯

△

春季善行表彰推薦依頼 12月上旬		　

		

令
和
七
年
度

		

　
　
主
要
行
事
報
告

▽
春
季
善
行
表
彰
・

　
秋
季
善
行
表
彰
並
び
に

　
特
別
善
行
表
彰
式に

つ
い
て

　

令
和
七
年
度
春
季
善
行
・

特
別
善
行
表
彰
式
を
五
月

十
七
日(

土)

に
、
ま
た
、

秋
季
善
行
表
彰
式
を
十
一
月

二
十
九
日
（
土
）
に
明
治
神

宮
参
集
殿
に
て
開
催
し
た
。

　

令
和
七
年
度
の
各
表
彰
受

賞
者
は
左
記
の
と
お
り
。

〇
春
季
善
行
表
彰
受
賞
者

　

個
人
五
十
一
名
と
二
十
三

団
体

〇
秋
季
善
行
表
彰
受
賞
者

　

個
人
二
百
九
十
二
名
と

五
十
七
団
体

〇
特
別
善
行
表
彰
受
賞
者

　

金
章
四
十
四
名
と
銀
章

八
十
九
名

▽
総
会
の
開
催

　

今
年
度
は
、
令
和
六
年
六

月
十
一
日
（
水
）
グ
ラ
ン
ド

ヒ
ル
市
ヶ
谷
会
議
室
（
東
京

都
新
宿
区
）
に
お
い
て
、
令

和
七
年
度
定
時
総
会
が
開
催

さ
れ
、決
議
事
項
と
し
て
「
令

和
六
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
報
告
」
が
審
議
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、
令
和

七
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
に
つ
い
て
、
財
政
検
討

委
員
会
に
つ
い
て
、
新
支
部

の
設
置
に
つ
い
て
の
報
告
が

な
さ
れ
た
。

▽
理
事
会
の
開
催

　

第
一
回
理
事
会
は
、
み
な

し
決
議
と
し
て
、
五
月
七
日

（
水
）
に
開
催
さ
れ
、
令
和
六

年
度
事
業
報
告
書
及
び
決
算

報
告
書
が
承
認
さ
れ
た
。

　

第
二
回
理
事
会
は
、
定
時

総
会
後
に
開
催
さ
れ
、
新
支

部
の
設
置
（
栃
木
県
央
支
部
）

が
承
認
さ
れ
た
。

　

第
三
回
理
事
会
は
、
九
月

八
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
、

規
程
の
新
設
（
選
考
委
員
会

の
設
置
・
運
営
、
寄
付
金
取

扱
規
程
）
が
議
決
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
本
部
の
経
費
削
減

と
支
部
の
旅
費
等
の
節
約
を

図
る
た
め
、
令
和
八
年
度
の

定
時
総
会
（
＋
理
事
会
）
と

全
国
支
部
長
会
（
＋
理
事
会
）

を
同
日
に
開
催
す
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

▽
支
部
長
会
の
開
催

　

九
月
八
日
（
月
）、
グ
ラ

ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
て
、
各

支
部
の
活
動
状
況
の
報
告
や

善
行
会
の
活
動
全
般
に
お
い

て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

▽
長
寿
善
行
者
集
い
の
会
と

ご
接
見

　

九
月
二
十
九
日
（
月
）、
明

治
記
念
館
に
て
長
寿
善
行
者

の
集
い
の
会
を
開
催
し
、
記

念
撮
影
と
昼
食
懇
親
の
後
、

長
寿
善
行
者
六
十
八
名
が
赤

坂
東
邸
に
お
い
て
、
秋
篠
宮

皇
嗣
殿
下
か
ら
ご
接
見
の
栄

を
賜
っ
た
。

昨
年
十
一
月
三
日

（
火
）、
日
本
善
行
会
常

務
理
事
・
濱
武
隆
氏(

享

年
八
十
八
歳
）
が
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

濱
武
隆
氏
は
、
平
成

十
八
年
に
長
崎
県
佐
世

保
支
部
を
設
立
し
支
部

長
、
平
成
二
十
二
年
か

ら
日
本
善
行
会
理
事
、

平
成
二
十
八
年
か
ら
常

務
理
事
と
し
て
、
会
員

増
強
と
支
部
運
営
に
尽

力
す
る
と
と
も
に
、
日

本
善
行
会
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 訃

　
報

一般社団法人日本善行会新宿支部
支部長　前田　哲也

令和 8年度・第 25 回善行会杯少年サッカ－大会
及び、第 10 回善行会杯ジュニアユース新人戦大
会（中学生）を開催します。応援して下さい。

〒 162-0066
　新宿区市ヶ谷台町 18-3

☎ 03-3351-7625

協
賛
広
告


